
平成 26年度 健やか親子特別委員会事業報告 

 

１．活動テーマ 

「地域における母子保健活動の質の向上を目指す」 

 

２．目的 

妊娠から出産・子育てと切れ目ない関わりに取り組む母子保健の役割を改めて見直すために、

母子保健、児童虐待の予防的な支援としての特定妊婦の把握及び支援体制について、先駆的な

取り組みを探求する。 

 

３．実施状況  委員会10回開催、関係会議及び検討会８回 

 

 

回 時  期 場  所 内  容 

１ 
平成26年 

５月18日（日） 
ウィリング横浜 

1 平成25年度の取組 

2 平成26年度活動計画について 

3 その他 

２ 
平成26年 

６月15日（日） 
ウィリング横浜 

1 ヒアリング内容の検討 

2 その他 

３ 
平成26年 

８月16日（土） 
ウィリング横浜 

1 ヒアリング内容の検討 

2 ヒアリング先の選定 

４ 
平成26年 

９月21日（日） 
ウィリング横浜 

ヒアリング内容及びスケジュールの

検討 

５ 
平成26年 

10月19日（日） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 
ヒアリング内容の試行実施 

６ 
平成26年 

10月24日（金） 
厚労省 

第10回「健やか親子２１」の最終評

価等に関する検討会  

７ 
平成26年 

10月28日（火） 
小児保健協会 

健やか親子 21 推進協議会「課題 4

幹事会」 

８ 
平成26年 

10月31日（金） 
厚労省 第18回児童虐待防止対策協議会 

９ 
平成26年 

11月24日（月） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 
ヒアリング内容の再確認及び検討 

10 
平成26年 

12月２日（火） 
三田共用会議所 

第１４回健やか親子２１推進協議会

総会 

11 
平成27年 

1月18日（日） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 

調査票及びヒアリング内容の確認ヒ

アリング実施 



 

４．結果・課題 

  保健師の配置状況や組織体制が多様となり、アンケート調査による傾向分析では業務に活かす

調査結果が得られにくい現状のため、今回、インタビュー（ヒアリング）調査に取り組んだ。 

しかしながら、先駆的な取組の把握、内容が限られる結果となり、委員が知り得る範囲での調

査に限界を感じている。 

今後、各市町村及び都道府県の取組を全国保健師長会の組織を活用して、情報把握可能な動き

を検討し、どのような取組が特別委員会として可能なのか、また求められているのか考える時期

ではないかと考える。 

また、今年度は特別委員会活動以外に児童虐待、母子保健に関連した会議及び検討会等の出席

や資料作成などの頻繁な依頼があり、その都度対応に追われ、苦慮した。 

 

５．委員氏名 

〇戸矢崎 悦子  横浜市神奈川福祉保健センター子ども家庭支援課 

藤原  千秋  東京都多摩小平保健所保健対策課 

  塙   清美  茨城県水戸保健所保健指導課 

  笠  真由美  杉並区高井戸保健センター保健指導担当 

  加藤 祐見江  川口市役所福祉部子育て相談課 

回 時  期 場  所 内  容 

12 
平成27年 

１月28日（水） 
横須賀市役所 ヒアリング実施 

13 
平成27年 

２月18日（水） 
厚労省 

第１回 子ども虐待対応マニュアル

作成に関する検討会 

14 
平成27年 

２月28日（土） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 
ヒアリング内容の確認、まとめ 

15 
平成27年 

３月３日（火） 
厚労省 

第２回 子ども虐待対応マニュアル

作成に関する検討会 

16 
平成27年 

３月21日（土） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 
ＨＰ掲載内容（案）の作成 

17 
平成27年 

３月25日（水） 
厚労省 

第３回 子ども虐待対応マニュアル

作成に関する検討会 

18 
平成27年 

３月28日（土） 

はーと友（神奈川区福祉

保健活動拠点） 
ＨＰ掲載内容（案）の作成 


